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私
の
旅
行
は
国
内
と
東
南
ア
ジ
ア
が
殆
ど
だ
。

　
そ
れ
と
い
う
の
も
、
長
年
の
趣
味
で
あ
る
日
本
酒
を
主
と
し
た
面
白
い
酒
器
の
蒐

集
を
兼
ね
た
旅
だ
か
ら
で
あ
る
。
か
れ
こ
れ
五
十
余
年
に
及
ぶ
楽
し
い
旅
。
素
材
も

多
岐
に
わ
た
り
、
二
千
点
程
を
遊
び
心
で
蒐
集
し
た
も
の
だ
。
こ
れ
ま
で
中
国
電
力
・

N
T
T
・
公
民
館
な
ど
計
四
回
の
個
展
で
自
己
満
足
。
し
か
し
上
に
は
上
の
方
が
お

ら
れ
、
私
な
ど
足
元
に
も
及
ば
ず
本
ま
で
出
さ
れ
て
い
る
。
ご
自
身
の
眼
力
と
お
金

と
時
間
で
蒐
集
さ
れ
た
努
力
に
は
、
敬
服
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
日
本
で
唯
一
醸
造

学
科
を
持
つ
東
京
農
大
の
先
生
を
訪
ね
、
一
般
に
開
放
さ
れ
て
い
な
い
資
料
館
を
見

せ
て
頂
き
、
ま
た
そ
れ
を
絡
め
た
冊
子
を
頂
い
て
、
古
代
か
ら
の
酒
に
ま
つ
わ
る
歴

史
と
共
に
そ
の
奥
深
さ
を
学
び
、
無
量
の
喜
び
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
本
題
の
海
外
旅
行
だ
が
、
資
料
館
や
何
々
展
・
土
産
物
店
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
・
夜
市
な
ど
あ
ら
ゆ
る
所
を
訪
ね
、
怪
し
い
物
を
探
す
よ
う
に
目
を
配
り
、
気
に

入
っ
た
物
が

あ
れ
ば
ネ
ゴ

に
係
る
。
や

は
り
中
国
は

奥
が
深
い
。

私
の
旅
は
旅

費
と
手
続
き

等
の
手
間
を

省
く
た
め
、

殆
ど
ツ
ア
ー

を
利
用
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
時
間
を
作
り
、
ガ
イ
ド
や
ド
ラ
イ
バ
ー
に
チ
ッ
プ
を
渡
し
、
案
内

を
バ
ス
毎
頼
む
こ
と
も
あ
る
。
私
は
で
き
れ
ば
二
・
三
件
隣
の
店
を
覗
く
。
観
光
客

と
見
れ
ば
言
葉
巧
み
に
寄
っ
て
く
る
。
私
は
言
い
値
の
一
割
を
目
処
に
交
渉
す
る
。

一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
瀋
陽
の
店
で
一
番
比
重
の
軽
い
宝
石
で
あ
る
琥
珀
の
盃
に
目
が

止
ま
り
、
店
員
に
聞
く
と
何
と
三
千
元（
日
本
円
で
約
四
万
五
千
円
）と
言
う
。
満
州

鉄
道
の
マ
ー
ク
入
り
だ
っ
た
が
、
余
り
に
も
突
飛
な
値
段
に
ビ
ッ
ク
リ
す
る
。
そ
こ

で「
三
千
円
な
ら
買
う
」と
伝
え
る
と
、
出
来
な
い
と
言
う
。
で
は
店
長
を
呼
ん
で
と

言
う
と
、
か
な
り
渋
っ
た
が
結
局
私
に
根
負
け
。
何
か
手
触
り
が
今
一
つ
違
う
。
皆

さ
ん
を
待
た
せ
て
は
い
け
な
い
の
で
、
そ
の
場
は
バ
ス
に
乗
っ
た
。
気
に
な
る
の
で
、

後
日
塩
水
に
浸
け
て
み
た
が
浮
か
ば
な
い
。
そ
こ
で
岡
山
大
学
理
学
部
の
先
生
に
比

重
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
頂
い
た
が
、
や
は
り
プ
ラ
ス
と
出
た
。
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ

フ
ィ
ー
に
掛
け
る
ま
で
も
な
か
っ
た
。
西
安
・
景
徳
鎮
し
か
り
、
同
行
の
皆
さ
ん
に

聞
く
と「
然
も
あ
り
な
ん
！
」

　
と
こ
ろ
で
今
年
四
月
下
旬
、
ハ
ワ
イ
・
オ
ア
フ
島
へ
ガ
イ
ド
な
し
の
格
安
ツ
ア
ー

に
行
っ
た
。
単
独
で
の
行
動
に
は
、
か
な
り
不
安
を
伴
っ
た
。
し
か
し
流
石
ハ
ワ
イ

で
あ
る
。
日
本
人
へ
の
サ
ポ
ー
ト
は
期
待
以
上
で
、先
ず
フ
ロ
ン
ト
に
優
先
コ
ー
ナ
ー

が
あ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
。
そ
し
て
ホ
テ
ル
最
上
階
ル
ー
ム
へ
。
ワ
イ

キ
キ
ビ
ー
チ
が
眼
下
に
広
が
る
。
ま
た
夜
景
の
素
晴
ら
し
さ
に
も
満
足
。
一
つ
残
念

だ
っ
た
の
は
雨
の
中
、
ホ
テ
ル
ビ
ー
チ
で
の
打
ち
上
げ
花
火
。
し
か
し
オ
ア
フ
島
一

周
の
日
帰
り
ツ
ア
ー
は
効
率
よ
く
回
る
こ
と
が
出
来
た
。
日
本
で
も
馴
染
み
の
バ
ナ

ナ「
ド
ー
ル
」の
広
大
な
農
園
に
は
恐
れ
入
っ
た
。
先
見
性
と
ス
ケ
ー
ル
の
違
い
を
大

い
に
感
じ
た
。
ワ
イ
キ
キ
ビ
ー
チ
で
パ
ラ
ソ
ル
セ
ッ
ト
を
借
り
、
サ
ー
フ
ァ
ー
を
見

な
が
ら
波
を
楽
し
ん
だ
。

　
次
の
朝
、
ツ
ア
ー
会
社
か
ら
渡
さ
れ
て
い
た
乗
り
放
題
バ
ス
カ
ー
ド
で
、
ア
ラ
モ

ア
ナ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
へ
。
各
方
面
か
ら
集
客
さ
れ
、
実
に
パ
ワ
ー
を
感
じ

た
。

　
と
こ
ろ
で
今
ま
で
一
番
印
象
に
残
っ
た
海
外
旅
行
と
言
え
ば
何
と
言
っ
て
も
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
、
日
本
人
に
も
人
気
の
高
い
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
の
ツ
ア
ー
だ
っ
た
。
旅

の
一
番
は
何
と
言
っ
て
も
天
気
。
こ
れ
だ
け
は
運
を
天
に
任
せ
る
し
か
な
い
。
こ
の

ツ
ア
ー
で
思
っ
た
こ
と
は
、
ベ
テ
ラ
ン
女
性
添
乗
員
に
よ
る
ド
イ
ツ
語
で
の
パ
ワ
フ

ル
な
言
動
。
各
地
で
の
折
衝
は
実
に
見
事
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
か
ら
ス
イ
ス
に
入
り
、

登
山
鉄
道
を
乗
り
継
い
で
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
ヨ
ッ
ホ
駅
に
降
り
立
っ
た
そ
の
景
色
は
、

言
葉
を
失
う
ほ
ど
の
別
世
界
。
ま
さ
に
息
を
呑
ん
だ
。
そ
の
信
じ
ら
れ
な
い
光
景
は
、

ま
る
で
メ
ル
ヘ
ン
の
世
界
へ
引
き
こ
ま
れ
た
よ
う
だ
っ
た
。
若
い
頃
富
士
山
へ
登
っ

た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
景
色
は
特
別
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
思
え
た
。
彼
女
に
よ
る
と

何
度
も
来
て
い
る
が
、
こ
れ
程
の
素
晴
ら
し
い
眺
め
は
初
め
て
だ
と
言
う
ほ
ど
、
い

い
タ
イ
ミ
ン
グ
の
贈
り
物
で
あ
っ
た
。
幸
せ
の
ひ
と
時
に
酔
い
し
れ
、
迎
え
て
く
れ

た
山
岳
ガ
イ
ド
と
人
懐
っ
こ
い
救
助
犬
。
こ
の
上
な
い
幸
せ
を
享
受
し
た
。
そ
の
感

動
と
興
奮
を
半
年
後
に
太
宰
府
で
語
り
合
っ
た
程
で
あ
る
。

　
旅
行
に
は
そ
れ
な
り
に
い
ろ
い
ろ
準
備
が
必
要
だ
が
、
バ
カ
で
か
い
荷
物
は
私
に

は
考
え
ら
れ
な
い
。
何
よ
り
大
事
な
事
は
保
険
で
あ
る
。
不
幸
に
も
病
気
や
事
故
・

ト
ラ
ブ
ル
に
合
っ
た
時
、
家
族
や
周
り
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
に
規
定
の
旅
行
保

険
に
加
入
し
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
添
え
ら
れ
た

保
険
は
当
て
に
な
ら
な
い
。
知
人
が
ハ
ワ
イ
で
体
調
を
崩
し
て
一
日
入
院
し
、
請
求

さ
れ
た
の
は
何
と
三
十
六
万
！
日
本
で
は
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
私
は

万
一
に
備
え
、
い
つ
も
電
子
辞
書
と
パ
ス
ポ
ー
ト
の
写
し
と
ミ
ニ
ホ
イ
ッ
ス
ル
を

バ
ッ
グ
に
入
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
ベ
テ
ラ
ン
女
性
添
乗

員
の
的
確
な
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、
実
に
楽
し
い
ツ
ア
ー
が

体
験
で
き
た
。

�

（
長
崎
出
身
岡
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市
在
住
）
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海
外
旅
行
っ
て
楽
し
い
！

○
十
一
月
七
日
は
旧
暦
の
九
月
十
九
日「
立
冬
」と
あ
る
。
之
よ
り
冬
の
季
節
を
迎
え
る
と

い
う
。長
崎
の
古
い
行
事
に「
之
の
日
・
床
に
関
帝
の
画
像
を
か
け
、福
を
祈
る
」と
あ
る
。

○
関
帝
様
は
、
長
崎
に
入
港
し
て
き
た
唐
船
の
人
達
が
伝
え
た
説
話
に
よ
る
と「
招
福
の

賢
人
で
あ
る
の
で
此
の
像
に
祈
る
と
福
が
く
る
」と
い
う
。
以
来
、
唐
寺
崇
福
寺
内
に

も
唐
人
屋
敷
内
に
も
其
の
像
は
あ
る
。
特
に
崇
福
寺
の
関
帝
様
は
霊
験
が
あ
り
、
御
佛

前
の
供
物
に
手
を
出
し
た
鼠ね
ず
み

を
剣
で
刺
し
た
そ
う
で
あ
る
。

○
そ
し
て
長
崎
の
人
達
は
、
此
の
日
に
善
哉ざ
い（
汁
粉
）を
い
た
だ
く
と
良
い
新
年
を
迎
え
る

事
が
で
き
る
と
い
う
。
勿
論
こ
の
善
哉
、
私
は
子
供
の
こ
ろ
に
戴
い
た
し
、
近
所
に
も

持
っ
て
行
き
ま
し
た
。
二
匹
の
鬼
を
つ
れ
た
関
帝
様
の
画
像
も
床
の
間
に
か
け
て
あ
り

ま
し
た
。

○
十
一
月
十
四
・
十
五
の
両
日
、
恒
例
に
よ
り
名
古
屋
の
椙す
ぎ

山や
ま

女
学
園
高
校
の
生
徒
さ
ん

達
、
井
上
教
頭
を
中
心
に
長
崎
学
の
学
習
に
来
崎
。
今
年
は
三
十
八
回
に
な
る
そ
う
で

あ
る
。
本
会
で
は
第
一
回
以
来
、
其
の
中
の
次
の
六
講
座
を
現
地
案
内
も
含
め
担
当
し

て
い
る
。
一
、
出
島
・
シ
ー
ボ
ル
ト（
担
当
・
陸
門
良
輔
）
一
、
キ
リ
ス
ト
教
と
浦
上（
北

川
る
み
子
）
一
、
長
崎
と
中
国（
大
田
由
紀
）
一
、
長
崎
の
石
橋
群（
山
口
広
助
）
一
、
長

崎
の
洋
館（
松
尾
憲
和
）
一
、
長
崎
と
坂
本
竜
馬（
大
束
良
平
）

一
、
先
日
、
石
田
孝
氏
来
訪
。「
長
崎
に
西
郷
隆
盛
は
何
回
来
ら
れ
た
の
か
と
の
研
究
が
ま

と
ま
っ
た
の
で
、
其
の
報
告
か
た
が
た
…
」と
の
事
で
あ
っ
た
。
い
つ
に
変
ら
ぬ
石
田

氏
の
研
究
に
お
お
い
に
感
激
し
な
が
ら
研
究
発
表
を
お
聞
き
し
た
。

一
、
兼
松
孝
行
氏
来
訪
。
父
の
遺
品
を
整
理
し
て
い
た
ら
中
に
有
名
な「
高
玄
岱た
い

・
銅
山

遊
記
」の
巻か
ん

子す

壱
巻
が
あ
っ
た
の
で
…
と
の
事
。
私
達
も
元
物
を
見
た
の
は
初
め
て
で
、

数
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
長
巻
で
巻
末
に
岡
田
篁こ
う

所し
ょ

の
認み
と
め

書
が
付
け
ら
れ
て
い
た
。

一
、
十
月
に
御
寄
贈
い
た
だ
い
た
書
籍

○
九
州
歴
史
資
料
館「
研
究
論
集
42
」。
太
宰
府
の
成
立（
小
田
和
利
先
生
）大
野
城
跡
再
考

（
酒
井
芳
司
先
生
）八
女
市
遺
跡
研
究（
大
庭
孝
夫
先
生
）他
諸
論
考
あ
り（
九
州
歴
史
資

料
館
）大
い
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

○
諫
早
史
談
会
よ
り「
諫
早
史
談
49
号
」。
大
野
・
柳
谷
・

芋
洗
谷
関
係
文
書
、
千
々
石
ミ
ゲ
ル
墓
石
他
。
史
談
会

あ
れ
こ
れ
等
。
樂
し
い
研
究
論
考
集
で
し
た
。（
諫
早
史

談
会
発
刊

－

諫
早
市
東
小
路
町
諫
早
文
化
協
会
内
）

荒
木
　
忠
久
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